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第①版 2303SK

施工説明書

この度は、本製品をお買い求めいただき、誠にありがとうございます。
正しく据え付けていただくために、また製品の性能・品質・安全性を確保するために、この施工説明書をよくお読みいただき施工してください。

高強度キソパッキン

要保存

KP-HP90/KP-HP120/KP-HP150

要保存

この記号は、必ず実行していただく「指示」内容を示しています。

お使いになる人や他の人への危害、財産への損害を未然に防止するため、必ずお守りいただくことを説明しています。
●表示内容と記号の意味は、次のようになっています。

安全上のご注意 必ずお守りください。

注意
この記号は、禁止の行為を示しています。

本製品に対して加熱や不要な打撃を加えないでください。

本製品を分解しないでください。

キソパッキンに加工を施す場合は、長さ方向の切断のみとします。両端部から25㎜以内の範囲で切断が可能です。

床下空間を換気する工法に使用する場合には、建築基準法、その他法令に規定されている防鼠措置をとってください。

床下空間を換気する工法に使用する場合には、換気面積を考慮した上でご使用ください。

基礎天端が水平（平滑）に仕上がっているかを確認してください。

製品寸法図（単位：mm）



基 礎

基 礎

本製品は、キソパッキン [KP-100･120･A10･A12･A15･M85]、キソパッキンロング [KP-L102･L120･L150･L102MS･
L102MS35・L120MS]、KPL補助板 [KP-LH45･LH150]の耐荷重を超える箇所に設置してください。
例：柱勝ち納めの柱直下

本施工説明書では、荷重が大きい箇所の例として、CLTパネル工法の参考納まりを掲載しています。
床下空間を換気するCLTパネル工法の壁に使用する場合は、引きボルト接合部に本製品を使用し、せん断金物と本製品の間に
キソパッキンロングを敷く、または外周部に防鼠付水切りを取り付けるなどの防鼠措置をとってください。
CLT下部以外に本製品以外のキソパッキン（KPシリーズ）を敷き込む場合は、それぞれの商品の施工説明書をご参考ください。

●ルート1※の設計方法でご使用の場合、仕様規定に則るため、クロスマークせん断金物は基礎直結としてください。
ルート2・3※の設計方法でご使用の場合、せん断金物下にキソパッキンロングを敷く納まりも可能ですが、アンカーボルトのせん
断力低下をご配慮ください。
※「CLTを用いた建築物の設計施工マニュアル：（公財）日本住宅・木材技術センター発行」等をご参考ください。

基礎天端が水平（平滑）に仕上がっているかを確認してください。

CLTの引きボルト接合部に本製品を配置します。
アンカーボルトに本製品のアンカーホールを差し込んでください。

製品仕様

参考納まり図

上記の納まりのCLTパネルが外周部に連続する納まりの場合、換気面積が不足
する要因となります。
例えば、幅1mのCLTパネルと幅220mmのせん断金物を利用した上記納まり
の場合、CLTパネル下の換気面積は29.6cm2/m、防鼠付水切りを取り付けた
場合は24.1cm2/mとなります。
換気面積を確保できる納まりを考慮した上でご使用ください。

品　名
品　番
色

寸　法
材　質
梱　包

高強度キソパッキン
KP-HP120

ブラック
118×244.4×20㎜

FRPP

16個 /ケース

KP-HP90

88×244.4×20㎜

KP-HP150

148×244.4×20㎜

施工の前に

施工手順（CLTパネル工法の参考納まり）

せん断金物

アンカーボルト

KP-HP90/150はアンカーボルトが
アンカーホールの中心に納まります。
KP-HP120はアンカーホールの芯ずれ
納まりとなります。

KP-HP90/150 KP-HP120

アンカーホール

アンカーボルト

20

透湿防水シート

外装材

防鼠付水切り

基礎立ち上がり
化粧モルタル

基礎

高強度キソパッキン

CLT パネル

CLT パネル

引きボルト

キソパッキンロング

高強度キソパッキン

基礎

せん断金物

せん断金物と本製品の間にキソパッキンロングを敷く、または外周部に
防鼠付水切りを取り付けるなどの防鼠措置をとってください。


